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　８月 31日、阿須那小学校の児童が地域の方と稲
刈りをしました。当日は、慣れない手刈りに苦戦し
ながらも上級生が下級生を手助けしながら力を合わ
せて稲を刈り取りました。この日収穫したもち米は、
11 月 19 日（土）に行われる学習発表会で販売され
ます。

阿須那小学校の児童が稲刈り体験

おいしいお米、
たくさんとれたよ！



2広報おおなん 2016. ９

投票所 第 10投票区と第 22投票区の投票所は、下記のとおり
変更されましたので、ご注意ください。

地域 投票区 投票所

羽
須
美

第１投票区 戸河内自治会館（振興センター）

第２投票区 阿須那公民館（文化プラザ）

第３投票区 宇津井区自治会館（旧児童館）

第４投票区 雪田区自治会館（雪田集会所）

第５投票区 口羽公民館（口羽中央集会所）

第６投票区 上田自治会館（長田集会所）

瑞　

穂

第７投票区 市木公民館（交流ターミナル）

第８投票区 上田所自治会館（交流センター）

第９投票区 四つ葉自治会館

第 10投票区 瑞穂小学校　体育館

第 11投票区 西鱒渕自治会館

第 12投票区 出羽公民館（いきいきセンター）

地域 投票区 投票所

瑞　

穂

第 13投票区 久喜多目的集会所

第 14投票区 和田原自治会館

第 15投票区 高海自治会館

第 16投票区 布施公民館

石　

見

第 17投票区 矢上公民館（矢上交流センター）

第 18投票区 加茂山自治会館

第 19投票区 いわみ中央自治会館

第 20投票区 井原公民館

第 21投票区 中野公民館

第 22投票区 公立邑智病院　研修室

第 23投票区 日貫公民館

第 24投票区 日和公民館

任期満了に伴う
邑南町長選挙が行われます
投票日 10月 16日（日） 告示日　10月 11日（火）

投票時間
　10月 16日（日）
　午前７時から午後７時

期日前投票
　【期間】
　　10月 12日（水）～ 15日（土）
　【場所・時間】
　　邑南町役場 本庁
　　　午前８時 30分～午後８時
　　邑南町役場 瑞穂支所・羽須美支所
　　　午前８時 30分～午後７時
※どの期日前投票所でも受け付けます。入場券
をお持ちでない場合、本人確認などに時間がか
かる場合があります。

不在者投票
　指定された病院・施設等で不在者投票ができ
ます。邑南町に住所があり、町外に滞在してい
る人は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票
ができます。詳しくは、選挙管理委員会へ問い
合わせください。

臨時バス
　７月の参議院選挙から始まった、期日前投票
所への臨時無料バスを今回も運行します。
　該当集落には、運行計画のお知らせのチラシ
を別に配布していますので、ご確認ください。

開票場所
　邑南町健康センター「元気館」

開票開始時間
　午後８時 30分～

【問い合わせ先】
　邑南町選挙管理委員会事務局
　（邑南町役場町民課）
　　☎９５‐１１１４
　　IP ０５０‐５２０７‐３００６

投票時間

不在者投票

臨時無料バス

開票開始時間

開票場所

期日前投票

臨時バス
　今回の選挙から選挙公報を郵便局からの配達
（タウンメール）で行います。
　なお、無投票の場合、配布は行いません。

選挙公報
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８
月
26
日
、
邑
南
町
上
下
水
道
委
員
会

が
、
審
議
の
結
果
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

邑
南
町
の
水
道
料
金
は
合
併
協
議
会
の

確
認
に
お
い
て
、
旧
三
町
村
の
中
位
の
算

定
基
準
を
適
用
し
た
た
め
料
金
収
入
は
町

村
合
併
以
前
に
比
べ
減
収
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
町
村
合
併
以
後
、
年
間
の
水
道
料

金
収
入
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、今
後
は
給
水
人
口
の
減
少
や
、

使
用
水
量
の
減
少
に
よ
り
確
実
に
減
収
と

な
る
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
、
簡
易
水
道
事
業
を
統
合
し
、
上

水
道
事
業
に
移
行
す
る
た
め
、
独
立
採
算

制
で
の
運
営
と
な
り
、
経
営
は
非
常
に
厳

し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成

23
年
３
月
26
日
の
中
間
答
申
に
お
い
て
、

「
水
道
料
金
を
改
定
し
値
上
げ
す
る
こ
と

は
や
む
を
え
な
い
」こ
と
の
答
申
を
受
け
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
料
金
改
定
に
向
け
、

審
議
の
結
果
、『
邑
南
町
水
道
料
金
の
値

上
げ
』
に
つ
い
て
の
最
終
答
申
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

答
申
内
容

一
、
水
道
事
業
の
現
状
と
法
適
用
に向

け
て

　
　

水
道
事
業
は
、
町
民
が
生
活
す
る
上

　

で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

　

る
と
と
も
に
、
産
業
活
動
に
お
い
て
も

　

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
常
に

　

安
心
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

　

と
い
う
責
務
が
あ
る
。

　
　

本
町
の
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
こ

　

れ
ま
で
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た「
邑

　

南
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
水

　

道
施
設
の
維
持
管
理
及
び
施
設
の
更
新

　

を
計
画
的
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
良
及
び
更
新

　

を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
多
大
な
費

　

用
を
ま
か
な
う
財
源
の
確
保
が
必
要
と

　

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
水
道
料
金
収
入

　

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
給
水

　

人
口
の
減
少
に
伴
い
下
降
傾
向
に
あ
り
、

　

今
後
も
減
少
し
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ

　

れ
る
。

　
　

ま
た
、
本
町
の
水
道
事
業
は
、
平
成

　

29
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

　
（
独
立
採
算
制
）さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

　

事
業
経
営
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
も
の

　

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

以
上
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

　

る
と
、
水
道
料
金
を
改
定
し
、
値
上
げ

　

を
行
う
こ
と
は
、
町
民
に
与
え
る
影
響

　

を
考
慮
し
て
も
や
む
を
え
な
い
と
判
断

　

す
る
。　

二
、
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　
　

上
下
水
道
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し

　

た
結
果
、
水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
っ

　

て
は
、
次
の
各
号
に
配
慮
し
て
実
施
さ

　

れ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
一
）
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と

　
　

水
道
事
業
の
持
続
的
な
健
全
経
営
及

　

び
地
域
の
将
来
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

　

中
長
期
に
わ
た
る
客
観
的
な
予
測
・
推

　

計
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
料
金
体
系

　

と
す
る
こ
と
。

（
二
）
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と

　
　

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
統
合
に
伴
い
、

　

施
設
の
合
理
的
、
か
つ
効
率
的
な
経
営

　

を
図
る
た
め
、
施
設
の
統
廃
合
を
進
め

　

る
と
と
も
に
、
有
収
率
の
向
上
及
び
業

　

務
の
一
部
を
民
間
に
委
託
す
る
な
ど
、

　

コ
ス
ト
の
削
減
を
最
大
限
図
る
こ
と
。

（
三
）
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
措
置
を

講
じ
る
こ
と

　
　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

　

の
５
年
間
で
、一
般
会
計
か
ら
水
道
事

　

業
会
計
へ
の
繰
入
金
は
、年
平
均
２
億

　

５
０
０
０
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
水
道
事
業
の
経
営
は
独
立
採
算
制
が

　

原
則
で
あ
る
が
、
町
民
の
負
担
が
過
大

　

と
な
ら
な
い
よ
う
適
正
な
繰
入
措
置
を

　

講
じ
る
こ
と
。

（
四
）
議
会
及
び
町
民
の
理
解
を得

る
こ
と

　
　

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、

　

料
金
算
定
の
透
明
性
及
び
利
用
者
負
担

　

の
公
正
性
を
確
保
し
、
議
会
及
び
町
民

　

等
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要

　

で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
水
道
事
業
の
経
営
は
、
独
立

　

採
算
制
の
運
営
と
な
る
た
め
非
常
に
厳

　

し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
水

　

道
料
金
の
値
上
げ
幅
は
、
平
成
27
年
度

　

の
水
道
料
収
入
総
額
の
25
％
を
超
え
な

　

い
範
囲
で
の
改
定
が
望
ま
し
い
こ
と
。

　

以
上
の
答
申
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
、

具
体
的
な
料
金
改
定（
案
）を
作
成
し
、
上

下
水
道
委
員
会
及
び
議
会
等
で
審
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

邑
南
町
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
８

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
７

邑
南
町
上
下
水
道
委
員
会
が
答
申

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

町長に答申を説明する藤原委員長（左側）
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防災情報
危機管理課
1９５-０８１０ IP 050-5207-3003

【問い合わせ先】
江津邑智消防組合
　　　　石見出張所　　☎９５－０１１９
　　　　瑞穂出張所　　☎８３－０１１９
　　　　羽須美出張所　☎８７－０１１９

設置は義務です !!
住宅用火災警報器で助かる命があります。

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　江津邑智消防組合管内においても、住宅用火災
警報器を設置していたことにより、早期に避難で
きた事例があります。
　火災は他人事ではなく、どこの家庭でも起こり
うることです。万が一の時のため、設置されてい
ない人は設置してください。

寝室がある階の階段
または踊り場には煙
式を設置（天井また
は壁面）

寝室には煙式を設置
（天井または壁面）

台所は義務ではありま
せんが、設置すること
をお勧めします。熱式
が望ましいです。（天
井または壁面）

このマークが表示さ
れているものをお勧
めします。

住宅火災 100件あたりの死者数
（平成 24年～平成 26年）

（総務省消防庁資料）

設置なし

設置あり

10.1

7.0 約 31％減

壁面型

天井型

草
焼
き
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
時
期
は
農
作
業
に
伴
い
草

焼
き
が
多
く
な
り
ま
す
。
風
の
強

い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日

の
草
焼
き
は
林
野
火
災
に
つ
な
が

る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
草
焼
き
な
ど
、「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
」
を
す
る

場
合
は
、
消
防
署
へ
の
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
必
ず
、
最
寄

り
の
消
防
出
張
所
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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投票方法：
①投票 IDを登録
②登録した IDでオオナン・ショウに投票
　（１日１回投票できます！）

https://vote-yurugp.
secureserv.jp/pc/members

http://sp.yurugp.jp/vote/
votelist.php?id=00002705

ID 登録はこちら

▲

投票はこちら

▲

投票期間：2016/10/24（月）まで

【
問
い
合
わ
せ
先
】

定
住
促
進
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
７

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
９

毎
日
投
票
で
き
る
ナ
ン
！

　

邑
南
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
オ
オ
ナ
ン
・
シ
ョ
ウ
』

が
今
年
も
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

投
票
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

投票
よろしくナン !!!

今
月
か
ら
、
矢
上
高
校
の
様
子
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

10
月
の
行
事
予
定

３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

　

中
間
テ
ス
ト

11
日（
火
）

　

産
業
技
術
科
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

　

陸
上
部 

中
国
新
人
陸
上
大
会（
出
雲
市
）

18
日（
火
）

　

球
技
大
会

22
日（
土
）〜
23
日（
日
）

　

バ
レ
ー
部 

石
見
地
区
選
手
権（
浜
田
市
）

28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

県
新
人
戦

　
（
男
子
・
浜
田
市
、
女
子
・
江
津
市
）

29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　

剣
道
部 

県
選
手
権（
大
田
市
）

島根県立
矢上高等学校

⇦矢上高校ホームページQRコード
ホームページや Facebook を更新し
ています！ぜひ、ご覧ください !!

日頃のインターネット授業の様子

矢上高校ＮＥＷＳ
夏
休
み
に
東
大
生
が
、
矢
上
高
校
に

勉
強
を
教
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

　

矢
上
高
校
で
は
、
昨
年
か

ら
主
に
４
年
制
大
学
へ
の
進

学
を
目
指
す
３
年
生
を
対
象

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
現
役
東
大
生
に
よ
る
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
画
面
の
向
こ
う

に
い
る
先
生
に
夏
休
み
を
利

用
し
て
矢
上
高
校
に
来
て
い

た
だ
き
、
実
際
に
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
東
大
生
と
聞

く
と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
か
？「
頭
が
偉
い
」

「
話
す
内
容
が
高
度
す
ぎ
て

全
然
わ
か
ら
な
い
」「
友
達

に
は
な
れ
そ
う
に
な
い
」
な

ど
、
ど
こ
か
異
次
元
の
世
界

に
い
る
人
達
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
実
際

は
意
外
に
普
通
の
若
者
で

す
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
、

歳
も
近
く
、
親
近
感
が
持
て

る
よ
う
で
楽
し
そ
う
に
授
業

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

矢
上
高
校
で
は
、
こ
の
よ

矢上高校での出前授業の様子

う
に
普
段
の
授
業
以
外
に
も

生
徒
が
し
っ
か
り
と
勉
強
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
生
徒
が
自
分
の
望

む
進
路
に
進
め
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
学

校
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
ま
す
！

　

文
：
矢
上
高
校
魅
力
化

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー



6広報おおなん 2016. ９

第
29
回歩
こ
う
広
島
ま
で

　

８
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て

「
歩
こ
う
広
島
ま
で
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
原
爆
投
下
後

に
広
島
か
ら
邑
南
町
ま
で
歩
い
て

避
難
し
た
方
々
の
足
跡
を
た
ど
る

こ
と
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、今
年
で

29
回
目
と
な
る
恒
例
行
事
で
す
。

　

今
年
は
79
人
の
参
加
者
が
集
ま

79
人
の
参
加
者
が

　
　
　

真
夏
の
道
の
り
を
歩
く

り
、
強
い
日
差
し
の
中
、
出
羽
公

民
館
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
ま
で
68 

km
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
北

広
島
町
千
代
田
で
突
然
の
雨
に
見

舞
わ
れ
な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
懸
命
に
歩
き
続
け
、
先
頭
集

団
は
５
日
８
時
19
分
に
原
爆
ド
ー

ム
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
最
後

尾
も
９
時
13
分
に
ゴ
ー
ル
し
、
平

和
記
念
公
園
で
町
か
ら
持
参
し
た

折
り
鶴
を
捧
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
男
性

は「
足
が
痛
く
て
満
身
創
痍
だ
が
、

な
ん
と
か
完
歩
で
き
て
よ
か
っ

た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

広島市内を歩いている様子出羽公民館を出発

お
お
な
ん
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会発

足

　

８
月
11
日
、田
所
公
民
館
で「
お

お
な
ん
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
」

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
お
お
な
ん
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

協
会
」
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
相
互

の
友
好
交
流
活
動
を
行
い
、
邑
南

町
の
健
康
増
進
・
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
て
新
し
い
地
方
創
生
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
現
在
70
人
と
１
団
体

が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
入
会
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
参
加
者
に
会
則
や
組
織

図
、
役
員
体
制
を
説
明
し
て
承
認

を
受
け
、
事
務
局
次
長
の
八
田
裕

貴
さ
ん
が
協
会
の
発
足
を
宣
言
し

ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の

相
互
交
流
を
推
進

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
特
別
講
演
会

長
谷
川
元
大
使
が
講
演

　

８
月
11
日
、
田
所
公
民
館
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
特
別
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
憲
正
元

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
兼
エ
ス
ト
ニ
ア
全

権
大
使
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
っ
て

ど
ん
な
国
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
３
年
間
の
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
の
生
活
を
通
じ
て
体
験
さ
れ

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化
や
国
民

性
、
日
本
と
の
交
流
の
歴
史
に
つ

い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
伴
さ
れ
た
あ
つ
子
夫

人
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
挨
拶
や

日
本
語
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な
共
通
点

を
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
驚

き
や
笑
い
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
っ
て
ど
ん
な
国
？

発足宣言の様子

講演の様子

長谷川さんとあつ子夫人
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　昭和 50年、石見の郷土文化高揚の一翼を担いた
いとの願いから結成した石見郷土研究懇話会の「郷
土石見文化賞」に地域文化の向上に貢献した個人と
して、吉川正さん（鱒渕）が受賞されました。
　吉川さんは、昭和 43年、国内初の発見となった
四隅突出型墳丘墓「順庵原１号墓」の発掘調査を始
め、長年にわたり、多岐にわたる文化財の調査や保
護に携わっています。
　現在も邑南町文化財保護審議会副会長、久喜・大
林銀山遺跡調査指導委員会の副委員長としても活躍
されています。
　受賞にあたっ
て は、「 今 後 も
たたら製鉄や山
城跡を研究テー
マに活動を続け
て行きたい」と、
抱負を語られま
した。

　10 月７日から岩
手県で開催される「第
71 回国民体育大会 
希望郷いわて国体」に
矢上高等学校３年生
の三上真奈さんが、
100 ｍ（少年女子Ａ）
と４× 100ｍリレー

（成年少年女子共通）の２種目に出場されます。
　三上さんは７月に岡山県で開催された全国高
等学校総合体育大会（インターハイ）に続いての
全国大会出場です。
　「島根県の代表に選んでいただいたことに感
謝し、インターハイではできなかった自分の走
りをしていきたいです。応援よろしくお願いし
ます。」と国体に向けての意気込みを語ってく
れました。

第 71回国民体育大会
三上　真奈さん（矢上高校３年）

おめでとうございます
独創性を拓く先端技術大賞
文部科学大臣賞（最優秀賞）

岩根　由彦さん（高原地区出身）
　高原地区入野集落出身で東京大学大学院在学中の
岩根由彦さんが「第 30回独創性を拓く先端技術大
賞」で文部科学大臣賞（最優秀賞）を受賞されました。
　岩根さんの受賞内容は生物がタンパク質をつくる
仕組みを改変し、非天然型ペプチド分子の合成手法
を開発したというものです。これによって自然界の
制限を超えた多種多様なタンパク質をつくることが
可能になります。今後はこの技術をタンパク質医薬
品の分野に応用させていきたいそうです。

郷土石見文化賞
邑南町郷土館長　吉川　正さん

　島根県では、「健康長寿日本一」を目指すとともに、
県民との協働による生涯現役社会づくりを進めてお
り、これらの取組みの一環として平成 18年度から
しまね健康超寿者表彰を実施しています。心身とも
に健康で、いくつになっても現役意識を持ち続け、
社会との関わりを持ちながら生活している 100 歳
以上の「しまね健康超寿者」を祝福し、平成 28年
度は県内で６人の方が受賞しました。
　後藤さんは現在 102 歳ですが、身の回りのこと
はほぼ自分でされ、買い物や病院受診などシルバー
カーを押して歩いて出かけています。健康に生活し
ている様子が認められ、島根県から表彰されました。
※スーパー長寿者という意味から、あえて「超寿」
という言葉を使用しています。

しまね健康超寿者　表彰
後藤　マスミさん（中野）

授賞式で高円宮妃久子さまに研究内容を説明する岩根さん 遺跡調査中の吉川さん

後
藤
マ
ス
ミ
さ
ん
（
下
段
中
央
）
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邑
南
町
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事

業
補
助
金

　

邑
南
町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

①
町
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居
住

す
る
家
屋（
別
荘
等
、一
時
的
に
使

用
す
る
家
屋
を
除
く
）又
は
町
内
に

自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
新
築
、改

築
す
る
家
屋
に
設
置
す
る
人
。

②
町
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
た
め

に
、
建
売
住
宅
供
給
者
等
か
ら
シ

ス
テ
ム
が
備
え
付
け
ら
れ
た
家
屋

を
購
入
す
る
人
。

【
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
】

①
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で

連
系
し
、
太
陽
電
池
の
公
称
最
大

出
力
が
10
ｋ
Ｗ
未
満
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
も
の
。

②
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結

び
、
余
剰
電
力
の
受
給
契
約
が
結

ば
れ
て
い
る
も
の
。

③
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

④
リ
ー
ス
で
な
い
こ
と
。

【
補
助
金
額
等
】

①
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
１

ｋ
Ｗ
あ
た
り
１
万
円

　
　
　
　
（
上
限:
４
万
円
）

②
こ
の
補
助
金
は
島
根
県
の
「
太

陽
光
発
電
等
導
入
支
援
事
業
補
助

金
」
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

③
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
交

付
し
ま
す
。

８月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
８月 　2 　0 　4
前年比 　0 　0  +2

邑南町
８月 　１ 　0 　１
前年比 ‐1 　０ ‐1

石見地域 ８月 　0 　0 　０
瑞穂地域 ８月 　0 　0 　０
羽須美地域 ８月 　１ 　0 　１

屋
外
に
看
板
な
ど
を

設
置
す
る
場
合

　

島
根
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基

づ
き
、
屋
外
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー

を
設
置
す
る
場
合
は
事
前
に
市
町

村
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
も
、
自
己
点
検
を
行
い
、
屋

外
広
告
物
の
適
正
化
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

【
島
根
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

ポ
イ
ン
ト
】

○
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は

　

事
前
に
市
町
村
長
の
許
可
が
必

　

要
で
す
。

○
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て

　

面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

　

基
準
が
あ
り
ま
す
。

○
著
し
く
破
損
し
た
も
の
や
倒
壊

　

の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
屋
外
広

　

告
物
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

○
屋
外
広
告
物
設
置
工
事
の
発
注

　

は
島
根
県
知
事
登
録
済
み
の
屋

　

外
広
告
業
者
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
禁
止
地
域
に
は
屋
外
広
告
物
を

　

設
置
で
き
ま
せ
ん
。

○
設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、
適

　

切
に
補
修
を
行
う
な
ど
し
て
良

　

好
な
状
態
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
く
な
っ
た
屋
外
広
告
物

　

は
速
や
か
に
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
課

　

☎
９
５
‐
１
１
２
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
５

島
根
県
土
木
部

　
　
　

都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
７
７
３

島
根
県
屋
外
広
告
物
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/environm

ent/nature/
keikan/okugai/

【
予
算
残
額
】

　

83
万
円
（
８
月
末
時
点
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
財
政
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
９

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
４

【
補
助
要
綱
・

　
　
　

申
請
様
式
の
掲
載
場
所
】

邑
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

企
画
財
政
課
企
画
係

　

http://www.town.ohnan.lg.jp/

行
政
困
り
ご
と

何
で
も
相
談
所

　

あ
な
た
の
街
の
行
政
相
談
員
が

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
お
答

え
し
ま
す
。

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
。

・
登
記
や
年
金
な
ど
の
手
続
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

・
道
路
に
危
険
な
個
所
が
あ
る
。

　

こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
10
月
の
相
談
日
】

　

10
月
19
日(

水)

　
　
　
　

９
時
〜
12
時

　

場
所　

口
羽
公
民
館

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

【
次
回
以
降
の
相
談
日
】

●
12
月
21
日（
水
）　

９
時
〜
12
時

　

場
所　

田
所
公
民
館

●
２
月
15
日（
水
）　

９
時
〜
12
時

　

場
所　

出
羽
公
民
館

【
邑
南
町
の
行
政
相
談
員
】

　

鳥
居
清
枝
（
井
原
）

　
　

☎
９
５
‐
１
７
９
４

　

三
上
洋
司
（
上
田
）

　
　

☎
８
７
‐
０
８
３
５

　

藤
田
憲
司
（
出
羽
）

　
　

☎
８
３
‐
１
４
０
９

乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
の

申
請
期
限
に
ご
注
意
！

　

お
子
さ
ん
の
病
院
受
診
の
際
に

自
己
負
担
し
た
領
収
書
が
、
お
手

元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
適
用
分
の
償
還
払
い
（
払

い
戻
し
）
の
申
請
期
限
は
、
受
診

日
か
ら
２
年
後
の
月
末
で
す
。
こ

れ
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
助
成
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
病
院
受
診
後
は
期
限
が
来
る

前
に
、
役
場
本
庁
・
各
支
所
窓
口

で
償
還
払
い
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
課

　

☎
８
３
‐
１
１
２
３

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２
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広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP電話 050-5207-3000

平
成
28
年

社
会
生
活
基
本
調
査

　

総
務
省
統
計
局（
島
根
県
）で
は
、

10
月
20
日
を
基
準
と
し
て
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
１
日

の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕

事
、
学
業
、
家
事
、
地
域
で
の
活

動
な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
。そ
の
結
果
は
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
政
策
に

必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
準
備
調
査
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
10
月
上
旬
か

ら
調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る

世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

票
へ
の
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

邑
南
町
の
調
査
対
象
地
域
は
、

矢
上
、
久
喜
、
大
林
に
お
い
て
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

島
根
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
募
集

　

島
根
県
で
は
、
地
域
で
市
町
村

と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
活

動
や
普
及
啓
発
を
し
て
い
た
だ
く

「
島
根
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
（
第
８
期
）」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

●
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
活

動
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す

る
人

●
県
内
に
在
住
し
、
在
学
し
、
又

は
勤
務
す
る
人

●
市
町
村
、市
町
村
の
地
域
協
議

会
、島
根
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
、島
根
県
の
行
う
施

策
に
対
し
て
、実
行
で
き
る
人

【
応
募
締
切
】

　

10
月
31
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
２
３
７

「
し
ま
ね
版
特
区
」

申
請
受
付

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」は
、
み
な
さ

ん
が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
事
業
が
、

様
々
な
規
制
に
よ
り
実
施
が
困
難

な
と
き
に
、
規
制
の
特
例
措
置
を

設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
現

を
は
か
る
制
度
で
す
。

　

市
町
村
、
民
間
事
業
者（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
企
業

な
ど
）ど
な
た
で
も
申
請
可
能
で

す
。
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
受
付

期
間
に
関
わ
ら
ず
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

食
の
学
校　

通
年
講
座

受
講
生
募
集
!!

【
講
座
名
】

　

ふ
る
さ
と
料
理

　

郷
土
の
味
や
ふ
る
さ
と
の
味
・

食
文
化
を
繫
い
で
い
こ
う
！

【
開
催
日
時
】

　

第
１
回
目　

10
月
25
日（
火
）

　

第
２
回
目　

11
月
29
日（
火
）

　

第
３
回
目　

２
月
28
日（
火
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら

【
受
講
料
】

　

２
，
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

「
食
の
学
校
」

　

☎
９
７
‐
０
０
５
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
２
２
５
０

【
訓
練
内
容
】

　

初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務

に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
経
理

事
務
の
実
践
的
な
知
識
、
技
能
の

習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
訓
練
機
関
】

　

11
月
15
日（
火
）
〜

　
　
　

平
成
29
年
３
月
14
日（
火
）

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
・
基
礎
科

平
成
29
年
４
月

入
校
生
募
集

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　

10
月
14
日（
金
）
〜

　
　
　
　

10
月
28
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
４
５
３

　

FAX
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
７
６
１

　

詳
し
く
は
、
県
し
ま
ね
暮
ら
し

推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
募
集
訓
練
科
等
】

◎
自
動
車
整
備
科

　
（
期
間
２
年
・
高
卒
見
込
み
者
）

◎
溶
接
加
工
科
（
期
間
１
年
）

◎
建
築
科
（
期
間
１
年
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
期
間
６
か
月
）

　

見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
対
象
者
】

　

平
成
28
年
度
の
卒
業
生
、
卒
業

見
込
み
者

【
応
募
受
付
期
間
】

　

９
月
26
日（
月
）
〜

　
　
　
　

10
月
31
日（
月
）

※
詳
し
く
は
、
当
校
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

三
次
高
等
技
術
専
門
校

　

1
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
４
３
９

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
政
策
企
画
局
統
計
調
査
課

　
　
　
　
　

生
活
消
費
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
０
７
２

【
訓
練
会
場
】

　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

【
募
集
期
間
】

　

10
月
27
日（
木
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
‐
３
５
２
６
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自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
【
男
子
】

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
３
か
月
間
の
教

育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、２
等
陸
・

海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

【
応
募
締
切
】

　

①
11
月
18
日　

②
12
月
９
日

　

③
平
成
29
年
１
月
13
日

　

④
２
月
３
日　

⑤
２
月
24
日

　

い
ず
れ
も
金
曜
日

【
採
用
試
験
日
】

試
験
全
種
目
を
１
日
で
行
い
ま
す
。

　

①
11
月
19
日　

②
12
月
10
日

　

③
平
成
29
年
１
月
14
日

　

④
２
月
４
日　

⑤
２
月
25
日

　

い
ず
れ
も
土
曜
日

【
試
験
場
所
】

①
②
陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

③
④
⑤
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

※
試
験
日
、
場
所
等
に
つ
い
て
は

追
加
・
変
更
等
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

防
衛
大
学
校
学
生【
一
般（
前
期
）】

　

将
来
、
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛

官
と
な
る
者（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員

含
む
。）を
４
年
間
の
修
業
期
間
に

お
い
て
養
成
し
ま
す
。

【
採
用
一
次
試
験
日
】

　

11
月
５
日（
土
）〜
６
日（
日
）

【
試
験
会
場
】

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）及
び
島
根

県
立
大
学（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

将
来
、
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛

官
と
な
る
人
を
６
年
間
の
修
業
期

間
で
養
成
し
ま
す
。

【
採
用
一
次
試
験
日
】

　

10
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

【
試
験
会
場
】

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

　

保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部

自
衛
官
を
養
成
し
ま
す
。

【
採
用
一
次
試
験
日
】

　

10
月
15
日（
土
）

【
試
験
会
場
】

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

※
防
衛
大
・
同
医
科
大
学
生（
共
通
）

【
応
募
資
格
】

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
人

【
応
募
期
間
】

　

９
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

〈
教
育
及
び
卒
業
資
格
〉

　

特
別
職
国
家
公
務
員（
生
徒
）と

し
て
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら

高
等
学
校
教
育
等
を
受
け
る
制
度

で
す
。
生
徒
課
程
修
了
時
に
高
等

学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

○
一
般
試
験　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中

学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
修
了
者

○
推
薦
試
験

　

前
記
の
中
か
ら
、
中
学
校
長
又

は
中
等
教
育
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
人

【
応
募
期
間
】

○
一
般
試
験

　

11
月
１
日（
火
）〜

　
　
　

平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

○
推
薦
試
験

　
11
月
１
日（
火
）〜
12
月
２
日（
金
）

【
採
用
試
験
期
日
（
試
験
会
場
）】

○
一
般
試
験　

第
一
次
試
験

　

平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
、
浜
田
市

石
央
文
化
ホ
ー
ル
）

○
推
薦
試
験

　

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
）〜
１

月
９
日（
月
）で
指
定
す
る
１
日

（
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校（
横

須
賀
市
陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地

内
））

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
０
０
１
５

　

http://w
w
w
.m

od.go.jp/
pco/shim

ane

10 月の納税
◎町県民税（第３期分）
◎国民健康保険税（第 7期分）

11 月の納税
　国民健康保険税（第８期分）

納期限 10月31日 (月 )

　

島
根
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

【
日
時
】

　

10
月
17
日（
月
）

　
　

10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

無
料
法
律
相
談

川
本
簡
易
裁
判
所

【
日
時
】

　

10
月
５
日（
水
）　

10
時
〜
15
時

【
場
所
】

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お
ち

（
美
郷
町
）

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐
２
３
４

　

◎
受
付
時
間

　

 

平
日 

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

法
の
日
・
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

●
パ
ワ
ハ
ラ
を
会
社
に
訴
え
た

　

が
、
改
善
さ
れ
な
い
。

●
続
け
て
働
け
る
と
思
っ
た
が
、

　

解
雇
（
雇
止
め
）
さ
れ
た
。

●
従
業
員
に
配
転
命
令
を
出
し
た

　

が
、理
由
な
く
拒
絶
し
て
い
る
。

　

島
根
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
で
、
労
働
条

件
や
解
雇
等
に
関
し
、
話
し
合
い

が
ま
と
ま
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

て
い
る
場
合
、
話
し
合
い
の
仲
立

ち
を
す
る
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

　

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
簡
単
な
手
続
、
費
用
無
料
、
秘

　

密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
４
５
０

ご
存
知
で
す
か
？

労
働
委
員
会

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談

【
場
所
】

　

川
本
簡
易
裁
判
所
（
川
本
町
）

※
相
談
希
望
者
は
、
電
話
で
の
予

約
が
必
要
で
、
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

川
本
簡
易
裁
判
所

　

☎
７
２
‐
０
０
４
５
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銭宝の里ウォーキング
受付　　午前８時 30分～
開会式　午前 8時 45分　　　月　　　日（土）2210

【申し込み先】
　10月 19日（水）までに電話でお申込みください。
　ウォーキング相談窓口（元気館トレーニング室内）
　　1８３－２２７０　IP 050-5207-5005
　布施公民館
　　1８４－０６５１　IP 050-5207-5600

【集合場所】　布施公民館
【参 加 費】　無料
【内 容】　①滝見コース…約３km
　　　　　　②約 400段の参道コース…約６km
　　　　　　③起伏の山道・石段の参道コース…約８km
　　　　　　③コースは先着 20人までです。

※悪天候による中止の場合は申し込みを
　された人には電話で連絡します。

平
成
28
年
度

男
性
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
オ
ト
コ
の
生
活
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
充
実
！
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
〜

　

男
性
が
男
女
共
同
参
画
の
意

識
を
持
っ
て
こ
れ
ま
で
の
働
き

方
・
暮
ら
し
方
を
振
り
返
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
を
輝
い
て
有
意
義
に
過
ご

す
た
め
の
ヒ
ン
ト
満
載
の
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。（
町
民
課
）

第
１
回　

７
月
23
日

最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方

〜
あ
な
た
の
魅
力
を

引
き
出
そ
う
！
〜

講
師
：
福
間
祐
子
さ
ん
（
公
益
財

　

団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー

　

事
業
課
長
）

　

映
画「
最
高
の
人
生
の
見
つ
け

方
」に
な
ら
っ
て
、
一
生
の
う
ち

に
や
り
た
い
こ
と
リ
ス
ト
を
作

り
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切

な
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
魅
力
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

第
２
回　

８
月
４
日

エ
コ
で
ラ
ク
ラ
ク
！
掃
除
術

講
師
：
佐
藤
亮
介
さ
ん
（
岡
山
在

　

住
、整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

短
時
間
で
疲
れ
な
い
、楽
ワ
ザ
・

エ
コ
技
を
身
に
着
け
て
、
住
ま
い

も
自
分
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
！
楽
し
く

お
掃
除
テ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
曰
く
「『
家
事
と
は
、
家

の
事
』。
女
性
だ
け
の
仕
事
で
は

な
い
で
す
よ
」

第
３
回　

８
月
23
日

パ
パ
ッ
と
で
き
る
！

　
　

簡
単
・
便
利
な
男
子
ご
は
ん

講
師
：
沖
野
幾
子
さ
ん
（
邑
南
町

　

役
場
保
健
課
管
理
栄
養
士
）

　
「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
は
も

う
昔
！
短
時
間
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
調
理
の
コ
ツ
を
身
に
つ

け
れ
ば
、
生
活
力
も
健
康
も
ぐ

ぐ
っ
と
ア
ッ
プ
！

〜
メ
ニ
ュ
ー
〜

麦
ご
は
ん
、
ゆ
で
鶏
の
バ
ン
バ
ン

ジ
ー
風
、
に
ん
じ
ん
し
り
し
り
、

春
雨
ス
ー
プ

一生のうちにやりたいことを発表する参加者

ご夫婦で楽ワザ習得！

盛り付けもひと工夫

10 月の当番 医
※当番医は変更される
ことがあります。最新
情報は、おおなんケー
ブルテレビのデータ放
送（ｄボタン）または
邑南町ホームページで
ご確認ください。

10 (月 ) 公立邑智病院 加藤病院

16 (日) 三上医院 加藤病院

23 (日) 上田医院 大隅病院

30 (日) 公立邑智病院 加藤病院

２ (日) 公立邑智病院 波多野診療所

９ (日) 前眼科医院 加藤病院
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　
　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

ご
ま
風
味
鮭
お
に
ぎ
り

★
材
料

　

ご
は
ん
・
・
軽
く
１
杯

　

鮭
フ
レ
ー
ク
・
・
大
さ
じ
１

　

ご
ま
油
・
・
小
さ
じ
４
分
の
１

　

青
ね
ぎ
（
刻
み
）・
・
少
々

　
（
又
は
大
葉
・
・
適
量
）

★
作
り
方

　

①
ご
は
ん
に
材
料
を
す
べ
て
合

　
　

わ
せ
る
。

　

②
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
小
さ
め
に

　
　

に
ぎ
る
。

　

お
に
ぎ
り
を
ラ
ッ
プ
で
に
ぎ
れ

ば
手
も
汚
れ
ず
、
ま
た
、
小
さ
め

に
に
ぎ
る
と
パ
ク
ッ
と
食
べ
や
す

い
で
す
ね
。

　

朝
食
や
お
や
つ
に
も
な
る
、
お

に
ぎ
り
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
お
な
ん

子
育
て
応
援
レ
シ
ピ

「
ご
ま
風
味
鮭
お
に
ぎ
り
」

手
軽
に
作
れ
て
、

子
ど
も
が
喜
ぶ
レ
シ
ピ
を
紹
介
！

平成 28年 10月１日より、

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 が

定期接種（無料）になります
Ｂ型肝炎とはどんな病気？

　B型肝炎ウイルスは、ヒトの肝臓に感染し、
一過性感染あるいは持続感染（キャリア）を起
こします。持続感染の多くは出生時または乳幼
児期の感染で成立することが知られています
が、そのうち、10％から 15％は感染から年月
を経て慢性肝炎を発症し、その後、肝硬変・肝
細胞がんを発症することがあります。抗体獲得
率が高い 0歳の時期に接種をして予防を心が
けることが大切です。

定期接種対象者
　平成 28 年 4 月 1 日以降に生まれた
1歳未満のお子さん

注）ＨＢｓ抗原陽性の妊婦から生まれた
Ｂ型肝炎ウイルスに感染するおそれのあ
るお子さんであって、抗ＨＢｓ人免疫グ
ロブリンの投与に併せて組換え沈降Ｂ型
肝炎ワクチンの投与を受けたことのある
お子さんについては、定期接種の対象者
になりませんので、ご注意ください。

接種スケジュール
　27日以上の間隔で 2回接種。さらに、初回
接種から139日以上を経過した後に1回接種。
（合計３回接種）
（標準的には生後2月から生後9月までの期間）
※対象者が、定期接種が導入される前、過去
に任意で接種している場合は、残りの接種を 1
歳までの間、定期接種で受けることができます。

【注意】１回目の接種から３回目の接
種を終えるまで、おおよそ半年間かか
ります。特に平成 28 年４・5月生ま
れのお子さんは、接種できる期間が短
く、1歳までに完了するためには、接
種日程の管理が重要となります。

過去の接種回数や年齢等によって接種回数が異なります。
詳しくは役場から送付する文書を確認し、医師と相談の上、接種していただきますようお願いします。

平成28年４月生まれのお子さんの接種スケジュール（例）

１回目 ２回目 ３回目

平成 28年
10/1

平成 29 年
1/111/1 12/1 2/1 3/1 4/1

生後６月 生後７月 生後８月 生後９月 生後 10月 生後 11月
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一
般
・
特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業

　

邑
南
町
で
は
子
ど
も
を
産
み
育

て
た
い
と
願
っ
て
い
る
ご
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
不
妊
治
療

【
対
象
者
】

○
戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
邑

　

南
町
に
住
所
が
あ
る
こ
と
（
夫

　

ま
た
は
妻
の
一
方
で
も
可
能
）

○
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
基
づ

　

く
被
保
険
者
、
ま
た
は
被
扶
養

　

者
で
あ
る
こ
と

【
助
成
額
】

　

１
年
間
に
つ
き
上
限
15
万
円

【
助
成
期
間
】
３
年
間

【
対
象
治
療
】　

保
険
適
用
の
不
妊

　

治
療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

【
申
請
期
限
】

　

各
期
（
各
年
）
期
間
満
了
後
、

１
か
月
以
内

　

１
期（
１
年
間
）：
治
療
の
た
め

初
め
て
受
診
し
た
月
か
ら
翌
年
前

月
末
日
ま
で

　
特
定
不
妊
治
療

　

島
根
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
差
額
分
を
町
で
助
成
し
て

い
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
一
般
不
妊
治
療
の
対
象
者
と
同

　

条
件

○
島
根
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

事
業
に
よ
り
島
根
県
知
事
か
ら

　

助
成
決
定
を
受
け
た
人

【
助
成
額
】

　

島
根
県
が
費
用
助
成
を
行
っ
た

後
の
自
己
負
担
に
対
し
て
、
差
額

分
を
全
額
助
成
（
全
額
助
成
は
平

成
28
年
度
か
ら
開
始
）

＊
助
成
期
間
、
助
成
回
数
等
は
島

根
県
特
定
不
妊
治
療
費
成
事
業
に

準
じ
ま
す
。（
＊
詳
細
は
島
根
県

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
申
請
方
法

等
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

保
健
課
（
母
子
保
健
担
当
）

　

☎
８
３
‐
１
１
２
３

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

島
根
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

専
門
電
話

　
　
０
８
５
３
‐
２
１
‐
３
５
８
４

　
（
受
付
時
間
：
平
日
15
時
〜
17
時
）

　

メ
ー
ル
相
談

　
　

funinshim
ane@

spch.

　

izum
o.shim

ane.jp

『
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
受
講
者
募
集

　

難
病
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
ご
家
族

の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、
生
活
や
社
会

参
加
を
地
域
で
支
え
る
難
病
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
養
成

講
座
を
行
い
ま
す
。

日　時 場　所 内　容

第
１
回（
必
須
）

10 月 12日（水）
14:00 ～ 16:00

県央保健所
集団指導室

 １）難病対策について（県央保健所）
 ２）講演「難病とは～病気を知ろう～」
 　　講師：社会医療法人仁寿会　加藤病院
 　　　　　神経内科　山口拓也先生
 ３）体験発表　難病患者さん２人
 ４）活動紹介大田管内難病ボランティアの会
 　　「すまいる会」の活動について

第
２
回

10 月 19日（水）
13:30 ～ 15:30

川本町社会
福祉協議会
ホール

 体験講座Ⅰ
　　パーキンソン病患者・家族のつどい

第
３
回

10 月 30日（日）
13:30 ～ 15:30

県央保健所
集団指導室

 体験講座Ⅱ
　　膠原病患者・家族のつどい

【
対
象
】

　

難
病
に
対
す
る
理
解
を
深
め

た
い
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
る
人

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
締
切
】
10
月
５
日
（
水
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

県
央
保
健
所

　

医
事
・
難
病
支
援
課

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
２
６

【
日
時
】

　

11
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

【
場
所
】

　

県
央
保
健
所（
大
田
市
）

【
担
当
医
師
】

　

島
根
県
立
大
学

　
　
（
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

副
学
長（
神
経
内
科
）

　
　

山
下
一
也
先
生

【
申
込
締
切
】
10
月
31
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

県
央
保
健
所

　

医
事
・
難
病
支
援
課

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
２
６

　

FAX
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
３
０

難
病
相
談

10 月は臓器移植普及推進月間骨髄バンク推進月間

10月10日は目の愛護デー

移植医療は、医療者と患者さんだけではなく、第
三者の方からの善意によるご提供から成り立って
います。

「提供したい」「提供したくない」どちら
も一人ひとりの平等で大切な意思です。                                                    
大切な意思を表示し、ご家族でお話しましょう。

臓器提供の意思表示は、臓器提供意思表示カード、
運転免許証・健康保険証・個人番号カードの意思
表示欄に記入できます。

【問い合わせ先】
しまねまごころバンク
　☎０８５３‐２２‐２５５６
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母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

予
約
貸
付
受
付
中

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
予

約
貸
付
の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
29
年
４
月
の
進
学
等
を
希

望
し
て
い
る

●
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

　

母
又
は
父
子
家
庭
の
父

●
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る　

　

寡
婦

●
父
母
の
な
い
児
重

【
対
象
と
な
る
資
金
】

●
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す
る

資
金
（
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子

で
す
）

　

・
修
学
資
金

　

・
修
業
資
金

　

・
就
学
支
度
資
金

●
母
子
家
庭
の
母
、 

父
子
家
庭
の

父
及
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を

対
象
と
す
る
資
金
（
連
帯
保
証
人

を
立
て
る
場
合
は
無
利
子
、 

立
て

な
い
場
合
は
年
１
％
）

　

・
技
能
習
得
資
金

【
提
出
書
類
等
】

　

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、 

事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

第
48
回

島
根
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

〜
み
ん
な
で
つ
く
る

住
み
よ
い
町
〜

【
日
時
】

　

11
月
８
日（
火
）

　
　

13
時
〜
16
時
30
分

【
場
所
】

　

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

【
記
念
講
演
】

　
「
産
業
低
迷
・
過
疎
高
齢
化
の

地
域
で
、
精
神
保
健
医
療
福
祉
は

地
域
に
ど
う
貢
献
し
て
い
く
か
」

　

愛
媛
県
愛
南
町
の
実
践
よ
り

【
そ
の
他
】

　

当
日
は
、
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
５
９
２
７

　

貸
付
申
請
書
・
戸
籍
及
び
住
民

票
の
写
し
・
島
根
県
税
の
納
税
証

明
書
・
修
学
修
業
先(

技
能
習
得

先)

調
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
予
約
貸
付
申
請
期
間
】

　

平
成
29
年
２
月
末
日
ま
で

【
注
意
】

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
法
に
よ
る
奨
学
金
な
ど
、 

他

制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
る
方
は
、
児
董
の
進
学
等
を
対

象
と
す
る
資
金
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

島
根
県
地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　

石
見
ス
タ
ッ
フ

　

☎
０
８
５
５
‐
２
９
‐
５
５
４
３

10 月は里親月間です 里親になりませんか
～子どもたちに家庭のぬくもりを～

　さまざまな事情により家族と一緒に生活するこ
とができない子どもたちがいます。里親とはこう
した子どもたちを自分の家に迎え入れ、家庭的な
環境の中で愛情を込めて養育してくださる方で
す。
　里親の家庭で愛情に包まれて家族の一員として
暮らすことにより、子どもたちは一人の人間とし
て大切にされ、愛されているという感覚を持ちな
がら育つことができます。

～子どもたちのために、
あなたにも出来ることがあります～

　里親には、子どもが親と一緒に生活できるようにな
るまで養育する「養育里親」と養子縁組により養親と
なることを希望する「養子縁組里親」があります。（こ
のほかに専門里親、親族里親があります。）
　子どもが好きであり、愛情と熱意を持って、真心を
込めて養育してくださる方を求めています。養育里親
の場合は、長期の養育だけでなく、月に１～２回程度、
主に土日や長期休み中に数日間といった短期間の家庭
生活体験をさせてくださる方も求めています。
　里親になるためには特別な資格は必要ありません
が、必要な研修を受講すること、里親を希望する方と
その同居人が欠格事由に該当しないこと、経済的に困
窮していないことが必要です。

【問い合わせ先】
浜田児童相談所　☎０８５５- ２８- ３５６０
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こ
ん
に
ち
は
! !

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

地　　域 羽 須 美 瑞 穂 石 見

開催日時
毎月第３木曜日 毎月第３木曜日 毎月第３月曜日
10 月 20日（木）
10：00～ 11：30

10月 20日（木）
13：30～ 14：30

10月 17日（月）
10：00～ 11：30

場　　所 口羽公民館 ケアセンター三笠 中野公民館

内　　容
介護職員等専門職による介護

の相談アドバイス
意見交換・情報交換

「ケアセンター三笠で集まろ
う！」言語聴覚士等、施設専門職
員による介護の相談アドバイス

介護職員等専門職による介護
の相談アドバイス
意見交換・情報交換

参加費（お茶代） １００円

参加申込先
【要申込】

羽須美支所 福祉係
1８７－０２２１
IP050-5207-6500

瑞穂支所 福祉係
1８３－１１２１
IP050-5207-5000

福祉課 地域包括係
1９５－１１１５
IP050-5207-3008

　ご家庭で介護をしている家族介護者同士
が集う場です。日頃の介護の悩みなどを気
兼ねなく語り合い気分転換しませんか。

　　　　　　　ご家庭で介護をしている方へ
　　　　　　　介護する人が仲間に出会ってホッとできる場

　「介護者家族の会」　開催しています！

※地域は問いませんので、ご都合のよい会場へお気軽に参加ください。

【対象者】　要介護１～５の人を家庭で
　　　　　介護している家族介護者

　「きらり・おおなん・いきいき活動」のポイント交換の受付を
開始します。活動回数が 10回以上の方であればポイント交換が
できます。
　「きらり・おおなん・いきいき活動ポイント転換申請書」に必
要事項を記入いただきボランティア手帳と一緒に福祉課または各
支所まで申請してください。申請用紙は「ボランティア手帳」の
「きらり・おおなん・いきいき活動ポイント転換申請書」をコピー
していただくか、各窓口に置いてありますので、印鑑を持ってお
越しください。ポイント交換の流れや申請方法は「ボランティア
手帳」に掲載されていますのでご確認ください。

●ポイント交換受付期間

【申し込み・問い合わせ先】
　福祉課
　　☎９５‐１１１５
　　IP050-5207-3008

　・福祉課
　・瑞穂支所福祉係
　・羽須美支所福祉係

●ポイント交換窓口

　９月 26日（月）～ 10月 11日（火）

※保健師等専門職による個別相談にも対応します。事前にご予約ください。

「
き
ら
り
・
お
お
な
ん
・
い
き
い
き
活
動
」

ポ
イ
ン
ト
交
換
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
！
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薄い青色 薄い紫色

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

９
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
！

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

証
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
が
有

効
期
限
で
す
。

　

次
の
と
お
り
更
新
を
行
い
ま
す
。

★
更
新
対
象

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、　

国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証

★
更
新
時
期

　

９
月
下
旬
に
世
帯
ご
と
に
発
送

し
ま
す
。

　
「
簡
易
書
留
」
で
送
り
ま
す
の

で
、
不
在
が
多
い
世
帯
は
到
着
が

遅
れ
た
り
、
お
届
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

町
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
古
い
保
険
証
の
処
分
方
法

　

古
い
保
険
証
の
回
収
は
し
ま
せ

ん
の
で
、個
人
情
報
に
注
意
の
上
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
新
た
に
会
社
へ
お
勤

め
に
な
ら
れ
、
社
会
保
険
等
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
二
重
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
社
会
保
険
等
の
保
険
証
・
印

鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も

の
・
世
帯
主
様
の
通
帳
を
持
っ
て
、

役
場
町
民
課
も
し
く
は
各
支
所
窓

口
に
国
保
喪
失
の
手
続
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

（旧）カード型（個人用）　⇒　（新）カード型（個人用）

正
し
い
分
別
で
、

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

　

正
し
く
分
別
し
た
資
源
ご
み

は
、
町
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

資
源
ご
み
は
、種
類
別
に
正
し

く
分
別
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
向
上
し
ま
す
。そ
の
結
果
、邑

智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
ご
み

の
焼
却
量
も
減
り
、地
球
温
暖
化
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
抑
え
ら
れ
、地
域
の

環
境
保
全
に
も
役
立
ち
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
‐
１
７
０
１

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

平
成
28
年
度　

第
２
回

公
立
邑
智
病
院

職
員
採
用
試
験

【
試
験
区
分
】

　

看
護
師
…
若
干
名

　

言
語
聴
覚
士
…
１
人

【
試
験
日
時
・
会
場
・
内
容
】

第
１
次
試
験

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

　

合
否
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

第
２
次
試
験

　

日
時　

11
月
23
日（
水
）

　

会
場　

公
立
邑
智
病
院

　

内
容　

面
接
試
験

【
受
付
期
間
】

　

10
月
31
日（
月
）
ま
で

【
受
験
申
込
】

　

受
験
手
続
き
等
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.ohchihospital.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
立
邑
智
病
院（
総
務
人
事
係
）

　

☎
９
５
‐
２
１
１
１

10
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）は

「
公
証
週
間
」
で
す

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
認
知
症

等
）
が
急
増
し
、
島
根
県
で
も
、

こ
れ
ら
高
齢
者
か
ら
金
銭
を
騙
し

取
る
「
特
殊
詐
欺
」
の
被
害
が
過

去
最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
法

化
社
会
」「
自
己
責
任
の
時
代
」

と
言
わ
れ
る
今
、
暮
し
の
安
心
・

安
全
は
何
よ
り
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書

で
、
特
別
な
効
力
が
あ
り
、
法
的

安
心
・
安
全
の
仕
組
づ
く
り
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
公
証
役
場

　

い
わ
み
ー
る
２
階
（
浜
田
市
）

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
７
２
８
１

☆
公
証
役
場
は
国
の
機
関

　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
気
軽

　

に
ご
相
談
を
!!

【
相
談
受
付
時
間
】

　

９
時
〜
16
時
30
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

☆
休
日
無
料
相
談

　

10
月
２
日（
日
）

　
　

10
時
〜
15
時（
要
予
約
）

　

相
続･

遺
言･

任
意
後
見･

離

婚
給
付（
養
育
費
）･

そ
の
他
の
契

約
な
ど
の
公
証
法
律
相
談

不
適
切
な
混
入
物
の
例
（
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
混
入
し
て
い
た
も
の
）
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紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

大田鋳造所（上亀谷） 技能工（機械加工） 工作機械で大型タンカーのスク
リュー部品等の加工業務 不問 経験者優遇（主に五面加工機）

㈱ワイテック
石見工場（中野） 製造ラインの作業 自動車部品製造、プレス工及び部

品の組み付け、溶接作業 不問

公立邑智病院
（中野）

看護師 入院患者の看護業務 不問 看護師免許、准看護師免許

看護アシスタント 介護・リハビリ介助・シーツ交換
等 不問 介護福祉士、ヘルパー 1・2

級 ( あれば尚良し )

調理助手 入院患者の給食調理業務 不問 調理師免許 (あれば尚良し )

邑智福祉振興会
「くるみ邑美園」
（中野）

支援員・指導員 利用者の生活支援 不問

調理助手 利用者の給食調理業務 不問 調理師免許 (あれば尚良し )

富永歯科医院（山田） 歯科衛生士 歯科衛生士業務、施設での口腔ケ
ア、訪問歯科衛生指導等 不問 歯科衛生士免許

有限会社　寺本建設
（原村）

廃油リサイクル回収 使用済み天ぷら油を回収し、軽油
代替燃料にリサイクル 不問 普通自動車免許

廃タイヤの収集処分 廃タイヤの収集運搬業務、廃タイ
ヤの粉砕業務 不問 4ｔトラック運転経験 2年以

上、普通自動車免許

土木作業員 土木・建築現場でのコンクリート
練り・土砂運搬等の業務 不問 普通自動車免許

大朝ふるさと病院
（北広島町新庄）

看護助手 入院患者さんの身の回りの世話、
入浴介助、食事介助等 不問 介護経験（あれば尚良し）

看護師 入院病棟での看護業務 不問 看護師免許

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所
　 

求
人
情
報

宝
く
じ
の
助
成
で
音
響
設
備
を
整
備

邑
南
和
楽
（
矢
上
）

　

邑
南
和
楽
は
平
成
20
年
に
、
元

気
な
地
域
づ
く
り
を
支
え
た
い
と

い
う
思
い
で
結
成
さ
れ
た
芸
能
活

動
の
団
体
で
す
。
こ
の
ほ
ど
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
収
益
金
に
よ
り
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
行
な
う
「
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
採

択
を
受
け
て
、
音
響
設
備
一
式
を

購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
を
続
け
る
中
で
、
設
備
が

整
わ
ず
演
出
効
果
が
十
分
に
出
せ

な
い
な
ど
、
訪
問
先
で
の
舞
台
の

準
備
が
大
変
な
負
担
で
し
た
。
し

か
し
、
助
成
金
で
購
入
し
た
音
響

設
備
に
よ
り
準
備
の
労
力
が
軽
減

さ
れ
、
演
技
も
映
え
る
よ
う
に
な

り
、
活
動
の
幅
の
広
が
り
が
期
待

で
き
そ
う
と
、
会
長
を
は
じ
め
45

人
の
会
員
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

オータムジャンボ
５億円
１等・前後賞合わせて
（１等３億円・前後賞各１億円）
１枚　300円

お買い求めはお近くの販売所で

発売期間 9/26（月）～ 10/14（金）
公益財団法人　島根県市町村振興協会

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

活動の様子

整備した音響設備
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
１
４

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

国民年金保険料の納め忘れがある人へ

後納制度を
ご利用ください！

　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れの期間のある人は、申
し込みにより、平成 27年 10 月から平成 30年９月までの３年間
に限り、国民年金保険料を納めることができます。
※年金制度が改正され、後納制度を利用できる期間が過去 10年
　から５年に変わりました。

◆後納制度で２年以上前の保険料を納付するメリット
年金の受給資格が得られる可能性があります。

　不足している期間の保険料を納めることにより、年金の受給資格
を得られる可能性があります。

将来受け取る年金額が増額します。
<１か月分の後納保険料を納めることにより、

増額する老齢基礎年金額の目安>

※ 60歳以上で、老齢基礎年金を受給している人は利用できません。

お問い合わせは『国民年金保険料専用ダイヤル』へ
０５７０－０１１－０５０

もしくは、０３－６７３１－２０１５ 
お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

※過去５年とは、納めようとする月前５年以内の期間です。
　（例）平成 23年 12月分の場合 →
　　　　　　　　平成 28年 12月末まで納付可能となります。

780,100 円（平成 28年４月時点の満額年金額）
480か月（40年× 12か月） ≒ 年額で1,625円増額

月～金曜日 ８：30～ 17：15 
ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は 19：00まで延長
第２土曜日 ９：30～ 16：00 
（祝日、12月 29日～１月３日はご利用いただけません）

【
受
付
時
間
】
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日 月 火 水 木 金 土
30 31 1
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

●10月の開館案内（本館）

図書館から
のお知らせ

図書館本館1８３－１７６０
羽須美分館1８８－０００１
石 見 分 館1９５－１０４４

《開館時間》9：30～17：30

■は休館日です。

　石見分館、羽須美分館の
休館日、開館時間は各分館
にお問い合わせください。

「危険なビーナス」・・・東野圭吾　講談社
「風を繍う」・・・あさのあつこ　実業之日本社
「東京会館とわたし　上・下」・・・辻村深月　毎日新聞社
「「暮らしの手帖」をつくった男」・・・船瀬俊介　ｲｰｽﾄ ･ ﾌﾟﾚｽ
「ママ、もっと自信をもって」・・・中川李枝子　日経ＢＰ社
「忘れられた日本の村」・・・筒井功　河出書房新社
「行正り香のクイックサラダ」　主婦と生活社

● 10月の行事
12日 (水) ストーリーテリング勉強会（本館）
15日 (土) 午前 おはなし会午後 大人のためのおはなし会（本館）
30日 (日) わらべうた「あそびのつどい」
ホームページアドレス　https://www.lib100.nexs-service.jp/ohnan/webopac/index.do

　インターネット、携帯電話
から検索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サ
イトへアクセスできます。

新

刊

案

内

第 1回あそびのつどいの様子

＊８月に入った本を記載しています。邑南町ホームページの図
書館検索から新刊案内をご覧ください。

第２回「大人のためのおはなし会」開催
【日時】　10月 15日（土）
　　　　13時 30分～ 15時
【場所】　本館・視聴覚室
【対象】　中学生以上

第２回
　わらべうた「あそびのつどい」
　親子で触れ合いながら遊ぶことで、暖かい、
ほっとする時間を過ごすことができます。
【日時】　10月 30日（日）10時 30分～
【場所】　本館・視聴覚室
【対象】　親子
＊申し込みはお近くの図書館まで

　ちいさなろうそくのメンバーが日本、
世界の昔話を語ります。
　参加は無料です。お話の世界をお楽し
みください。

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ（
語
学
指
導
助
手
）が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
で
す
。

◆
自
己
紹
介

　

エ
リ
ッ
ク　

マ
シ
ュ
ー
ズ
と
い

い
ま
す
。
25
歳
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
オ
レ
ゴ
ン
州
出
身
で
す
。

　

身
長
は
１
８
２
cm
で
体
重
は
秘

密
で
す
。

◆
日
本
語
の
勉
強
歴

　

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
、
大
学
か

ら
現
在
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味

　

マ
ン
ド
リ
ン
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
水
泳
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

◆
好
き
な
和
食

　

た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼
き

◆
邑
南
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　

し
た
い
こ
と

　

米
作
り

◆
邑
南
町
の
第
一
印
象

　

た
く
さ
ん
緑
と
水
田
が
あ
る
の

で
、
と
て
も
美
し
い
所
だ
と
思
い

ま
す
。
町
民
の
方
は
優
し
く
、
こ

こ
に
住
む
こ
と
は
幸
運
な
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
将
来
の
夢

　

５
つ
の
言
語
（
英
語
、日
本
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
韓
国

語
）
を
話
す
こ
と
。

　

ま
た
自
分
で
ビ
ー
ル
や
日
本
酒

を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

２
学
期
か
ら
、
町
内
の
小
学
校

を
中
心
に
、
外
国
語
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

見
か
け
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
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報
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お
な
ん
 ９
月
号
 V
o
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平
成

28
年
 ９

月
15

日
発
行

■
発
行

/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集

/総
務
課
　
■
印
刷

/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根

県
邑

智
郡

邑
南

町
矢

上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

　

９
月
に
入
っ
て
町
内
の
田
ん
ぼ
で
は
あ
ち

こ
ち
で
稲
刈
り
が
始
ま
り
、
秋
の
訪
れ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
８
月
31
日
に
は
雨
上
が
り
の

晴
天
の
も
と
、
阿
須
那
小
学
校
の
児
童
の
皆

さ
ん
が
地
域
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
地
域
の
男

性
が
「
最
近
の
農
業
は
機
械
で
や
る
の
で
楽

に
な
っ
た
。
農
業
は
つ
ら
い
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
小
さ
な
う
ち
か
ら
農
業
の
楽
し

さ
に
触
れ
、
将
来
邑
南
町
で
農
業
を
し
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

夏
の
暑
さ
が
終
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
と
涼
し

く
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調

な
ど
崩
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。（
は
る
か
）

　

今
年
は
４
年
に
１
度
行
わ
れ
る
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
過
去
最

多
の
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
地
球
の
裏

側
で
行
わ
れ
た
熱
戦
に
毎
夜
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
８
日
か
ら
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
広
報

が
届
く
こ
ろ
に
は
大
会
は
終
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
女
子
を
は
じ
め
日
本
代

表
選
手
の
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
比
べ
物
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
９
月
初
め
に
行
わ
れ
た「
第
49
回
島

根
県
武
道
振
興
大
会（
剣
道
）」40
歳
代
の
部

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
人
戦

の
優
勝
は
初
め
て
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
上
達
が
遅
く
て
も
、
続
け
て

い
れ
ば
、
た
ま
に
は
い
い
こ

と
が
あ
る
も
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。（
さ
と
し
）

人口の動き
（平成28年９月１日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,328 人 ＋ 6 -47
　女　／ 5,929 人 0 -78
　計　／ 11,257人 ＋ 6 -125
世帯数／ 5,020 世帯 ＋ 6 ＋ 5

　　　　　高齢者比率 42.7％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。


